
第１問 （配点 ２０）

〔�〕 cを実数とし，xの方程式

�３x－�c＋１�＝（�－��）x－� ………………………… 

を考える。

 x≧ c－
�
� のとき，は

�x－�c＋�＝（�－��）x－� ………………………… 

となる。を満たす xは

x＝� ア c－
イ ��
� ………………………… 

となる。が x≧ c－ �� を満たすような cの値の範囲は ウ で

ある。

また，x＜ c－
�
� のとき，は

－�x＋�c－�＝（�－��）x－� ………………………… 

となる。を満たす xは

x＝
エ ＋��

オカ
c ………………………… 

となる。が x＜ c－ �
� を満たすような cの値の範囲は キ で

ある。
（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数 学 Ⅰ
（全 問 必 答）

― ４ ― （２２０４―４）



ウ ， キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� c≦
３＋��
� � c＜

３－��
� � c≧

５＋��
�

� c＞
３＋��
� � c≧

３－��
� 	 c＞

５＋��
�


 c≦
５－��
� � c≧

７－���
�

� c＜
５－��
�  c＞

７－���
�

 が異なる二つの解をもつための必要十分条件は ク であり，

ただ一つの解をもつための必要十分条件は ケ である。さらに，

が解をもたないための必要十分条件は コ である。

ク ～ コ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� c＞
３－��
� � c＞

５＋��
� � c≧

７－���
�

� c＝
３－��
� � c＝

５＋��
� 	 c＝

７－���
�


 c≦
３－��
� � c＜

５＋��
� � c＜

７－���
�

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ５ ― （２２０４―５）



〔�〕 全体集合 Uを実数全体の集合とする。Uの部分集合 A，B，C，Dを次の

ように定める。

A＝｛x�x２≧�｝， B＝｛x��≦ x≦�｝

C＝｛�，�｝， D＝｛－�，－�，�，�｝

以下では，Uの部分集合 Xに対し，Xの補集合を Xと表す。

 次のことが成り立つ。

●｛�，�｝ サ A∩ B

● ５ シ B

● B ス C＝ U

サ ～ ス の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ∈ � ∋ � ⊂ 	 ⊃


 ＝ � ∪ � ∩

（数学Ⅰ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ６ ― （２２０４―６）



 次のことが成り立つ。

● x∈ B∩ Dは，x∈ Aであるための セ 。

● x∈（A∪ B）∩ Dは，x∈ Cであるための ソ 。

セ ， ソ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� 必要条件であるが，十分条件ではない

� 十分条件であるが，必要条件ではない

� 必要十分条件である

� 必要条件でも十分条件でもない

数学Ⅰ

― ７ ― （２２０４―７）



第２問 （配点 ３０）

〔�〕 以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて１１ページの三角比の

表を用いてもよい。

火災時に，ビルの高層階に取り残された人を救出する際，はしご車を使用

することがある。

図�のはしご車で考える。はしごの先端を A，はしごの支点を Bとす

る。はしごの角度（はしごと水平面のなす角の大きさ）は７５°まで大きくする

ことができ，はしごの長さ ABは３５mまで伸ばすことができる。また，は

しごの支点 Bは地面から�mの高さにあるとする。

以下，はしごの長さ ABは３５mに固定して考える。また，はしごは太さ

を無視して線分とみなし，はしご車は水平な地面上にあるものとする。

B

Aはしごの先端

はしごの角度

はしごの支点

2　m

図 �

 はしごの先端 Aの最高到達点の高さは，地面から アイ mである。

小数第�位を四捨五入して答えよ。
（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ８ ― （２２０４―８）



 図�のはしごは，図�のように，点 Cで，ACが鉛直方向になるまで下

向きに屈折させることができる。ACの長さは１０mである。

図�のように，あるビルにおいて，地面から２６mの高さにある位置を

点 Pとする。障害物のフェンスや木があるため，はしご車を BQの長さが

１８mとなる場所にとめる。ここで，点 Qは，点 Pの真下で，点 Bと同じ

高さにある位置である。

このとき，はしごの先端 Aが点 Pに届くかどうかは，障害物の高さ

や，はしご車と障害物の距離によって決まる。そこで，このことについ

て，後の�，�のように考える。

ただし，はしご車，障害物，ビルは同じ水平な地面上にあり，点 A，

B，C，P，Qはすべて同一平面上にあるものとする。

B A

A

C

図 �

B

A
P

Q

C

図 �

� はしごを点 Cで屈折させ，はしごの先端 Aが点 Pに一致したとする

と，∠QBCの大きさはおよそ ウ °になる。

ウ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選

べ。

� ５３ 	 ５６ 
 ５９ � ６３

� ６７  ７１ � ７５

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― ９ ― （２２０４―９）



� はしご車に最も近い障害物はフェンスで，フェンスの高さは�m以

上あり，障害物の中で最も高いものとする。フェンスは地面に垂直で�

点 B，Qの間にあり，フェンスと BQとの交点から点 Bまでの距離は

�mである。また，フェンスの厚みは考えないとする。

このとき，次の�～�のフェンスの高さのうち，図�のように，はし

ごがフェンスに当たらずに，はしごの先端 Aを点 Pに一致させること

ができる最大のものは， エ である。

エ の解答群

� �m 	 １０m 
 １３m � １６m

� １９m  ２２m � ２５m

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １０ ― （２２０４―１０）



三角比の表

角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan） 角 正弦（sin） 余弦（cos） 正接（ tan）

０° ０．００００ １．００００ ０．００００ ４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００

１° ０．０１７５ ０．９９９８ ０．０１７５ ４６° ０．７１９３ ０．６９４７ １．０３５５
２° ０．０３４９ ０．９９９４ ０．０３４９ ４７° ０．７３１４ ０．６８２０ １．０７２４
３° ０．０５２３ ０．９９８６ ０．０５２４ ４８° ０．７４３１ ０．６６９１ １．１１０６
４° ０．０６９８ ０．９９７６ ０．０６９９ ４９° ０．７５４７ ０．６５６１ １．１５０４
５° ０．０８７２ ０．９９６２ ０．０８７５ ５０° ０．７６６０ ０．６４２８ １．１９１８

６° ０．１０４５ ０．９９４５ ０．１０５１ ５１° ０．７７７１ ０．６２９３ １．２３４９
７° ０．１２１９ ０．９９２５ ０．１２２８ ５２° ０．７８８０ ０．６１５７ １．２７９９
８° ０．１３９２ ０．９９０３ ０．１４０５ ５３° ０．７９８６ ０．６０１８ １．３２７０
９° ０．１５６４ ０．９８７７ ０．１５８４ ５４° ０．８０９０ ０．５８７８ １．３７６４
１０° ０．１７３６ ０．９８４８ ０．１７６３ ５５° ０．８１９２ ０．５７３６ １．４２８１

１１° ０．１９０８ ０．９８１６ ０．１９４４ ５６° ０．８２９０ ０．５５９２ １．４８２６
１２° ０．２０７９ ０．９７８１ ０．２１２６ ５７° ０．８３８７ ０．５４４６ １．５３９９
１３° ０．２２５０ ０．９７４４ ０．２３０９ ５８° ０．８４８０ ０．５２９９ １．６００３
１４° ０．２４１９ ０．９７０３ ０．２４９３ ５９° ０．８５７２ ０．５１５０ １．６６４３
１５° ０．２５８８ ０．９６５９ ０．２６７９ ６０° ０．８６６０ ０．５０００ １．７３２１

１６° ０．２７５６ ０．９６１３ ０．２８６７ ６１° ０．８７４６ ０．４８４８ １．８０４０
１７° ０．２９２４ ０．９５６３ ０．３０５７ ６２° ０．８８２９ ０．４６９５ １．８８０７
１８° ０．３０９０ ０．９５１１ ０．３２４９ ６３° ０．８９１０ ０．４５４０ １．９６２６
１９° ０．３２５６ ０．９４５５ ０．３４４３ ６４° ０．８９８８ ０．４３８４ ２．０５０３
２０° ０．３４２０ ０．９３９７ ０．３６４０ ６５° ０．９０６３ ０．４２２６ ２．１４４５

２１° ０．３５８４ ０．９３３６ ０．３８３９ ６６° ０．９１３５ ０．４０６７ ２．２４６０
２２° ０．３７４６ ０．９２７２ ０．４０４０ ６７° ０．９２０５ ０．３９０７ ２．３５５９
２３° ０．３９０７ ０．９２０５ ０．４２４５ ６８° ０．９２７２ ０．３７４６ ２．４７５１
２４° ０．４０６７ ０．９１３５ ０．４４５２ ６９° ０．９３３６ ０．３５８４ ２．６０５１
２５° ０．４２２６ ０．９０６３ ０．４６６３ ７０° ０．９３９７ ０．３４２０ ２．７４７５

２６° ０．４３８４ ０．８９８８ ０．４８７７ ７１° ０．９４５５ ０．３２５６ ２．９０４２
２７° ０．４５４０ ０．８９１０ ０．５０９５ ７２° ０．９５１１ ０．３０９０ ３．０７７７
２８° ０．４６９５ ０．８８２９ ０．５３１７ ７３° ０．９５６３ ０．２９２４ ３．２７０９
２９° ０．４８４８ ０．８７４６ ０．５５４３ ７４° ０．９６１３ ０．２７５６ ３．４８７４
３０° ０．５０００ ０．８６６０ ０．５７７４ ７５° ０．９６５９ ０．２５８８ ３．７３２１

３１° ０．５１５０ ０．８５７２ ０．６００９ ７６° ０．９７０３ ０．２４１９ ４．０１０８
３２° ０．５２９９ ０．８４８０ ０．６２４９ ７７° ０．９７４４ ０．２２５０ ４．３３１５
３３° ０．５４４６ ０．８３８７ ０．６４９４ ７８° ０．９７８１ ０．２０７９ ４．７０４６
３４° ０．５５９２ ０．８２９０ ０．６７４５ ７９° ０．９８１６ ０．１９０８ ５．１４４６
３５° ０．５７３６ ０．８１９２ ０．７００２ ８０° ０．９８４８ ０．１７３６ ５．６７１３

３６° ０．５８７８ ０．８０９０ ０．７２６５ ８１° ０．９８７７ ０．１５６４ ６．３１３８
３７° ０．６０１８ ０．７９８６ ０．７５３６ ８２° ０．９９０３ ０．１３９２ ７．１１５４
３８° ０．６１５７ ０．７８８０ ０．７８１３ ８３° ０．９９２５ ０．１２１９ ８．１４４３
３９° ０．６２９３ ０．７７７１ ０．８０９８ ８４° ０．９９４５ ０．１０４５ ９．５１４４
４０° ０．６４２８ ０．７６６０ ０．８３９１ ８５° ０．９９６２ ０．０８７２ １１．４３０１

４１° ０．６５６１ ０．７５４７ ０．８６９３ ８６° ０．９９７６ ０．０６９８ １４．３００７
４２° ０．６６９１ ０．７４３１ ０．９００４ ８７° ０．９９８６ ０．０５２３ １９．０８１１
４３° ０．６８２０ ０．７３１４ ０．９３２５ ８８° ０．９９９４ ０．０３４９ ２８．６３６３
４４° ０．６９４７ ０．７１９３ ０．９６５７ ８９° ０．９９９８ ０．０１７５ ５７．２９００
４５° ０．７０７１ ０．７０７１ １．００００ ９０° １．００００ ０．００００ ―

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １１ ― （２２０４―１１）



〔�〕 三角形は，与えられた辺の長さや角の大きさの条件によって，ただ一通り

に決まる場合や二通りに決まる場合がある。

以下，�ABCにおいて AB＝�とする。

 AC＝�，cos∠BAC＝ �� とする。この と き，BC＝ オ で あ

り，�ABCはただ一通りに決まる。

 AC＝���，sin∠BAC＝
�
� とする。このとき，BC＝� カ ま

たは BC＝�キク であり，�ABCは二通りに決まる。さらに，どち

らの場合も�ABCの面積は ケ � コ である。

 sin∠BAC＝
�
� とする。このとき，BCの長さのとり得る値の範囲

は，点 Bと直線 ACとの距離を考えることにより，BC≧
サ

シ
であ

る。

BC＝
サ

シ
または BC＝ ス のとき，�ABCはただ一通りに

決 ま る。特 に，BC＝
サ

シ
の と き，�ABCは セ で あ り，

BC＝ ス のとき，�ABCは ソ である。

また，∠ABC＝９０°のとき，BC＝� タ である。

（数学Ⅰ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅰ

― １２ ― （２２０４―１２）



したがって，�ABCの形状について，次のことが成り立つ。

●

サ

シ
＜ BC＜� タ のとき，�ABCは チ 。

● BC＝� タ のとき，�ABCは ツ 。

● BC＞� タ かつ BC≠ ス のとき，�ABCは テ 。

セ ， ソ については，最も適当なものを，次の�～�のうちか

ら一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

� 直角三角形 � 二等辺三角形

� 直角二等辺三角形 � 正三角形

チ ～ テ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ただ一通りに決まり，それは鋭角三角形である

� ただ一通りに決まり，それは直角三角形である

� ただ一通りに決まり，それは鈍角三角形である

� 二通りに決まり，それらはともに鋭角三角形である

� 二通りに決まり，それらは鋭角三角形と直角三角形である

� 二通りに決まり，それらは鋭角三角形と鈍角三角形である

	 二通りに決まり，それらはともに直角三角形である


 二通りに決まり，それらは直角三角形と鈍角三角形である

� 二通りに決まり，それらはともに鈍角三角形である

数学Ⅰ

― １３ ― （２２０４―１３）



第３問 （配点 ３０）

〔�〕 pを�でない実数とし

f（x）＝ px２＋�px＋ p２－�p＋�

とする。

 f（�）＝ p２＋ ア である。

�次関数 y＝ f（x）のグラフの軸は直線 x＝ イウ なので，

f（x）＝ p２＋ ア を満たす xの値は�と エオ である。

 方程式 f（x）＝�が�より小さい異なる二つの実数解をもつような pの

値の範囲は

カ －� キ ＜ p＜ カ ＋� キ

である。

 方程式 f（x）＝�が�より小さい正の解と負の解を一つずつもつような

pの値の範囲は

ク ＜ p＜ ケ

である。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）
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 mを整数とする。方程式 f（x）＝�が異なる二つの実数解 α，β（α＜ β）

をもち，β＞�とする。このとき，pの値に関係なくつねに�α＜mとな

る整数mの最小値は コサ である。
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）
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〔�〕 aを�＜ a＜１０を 満 た す 実 数 と す る。長 方 形 ABCDを 考 え，

AB＝ CD＝�，BC＝ DA＝ aとする。

次のようにして，長方形 ABCDの辺上に�点 P，Q，R，Sをとり，内部

に点 Tをとることを考える。

辺 AB上に点 Bと異なる点 Pをとる。辺 BC上に点 Qを∠BPQが４５°に

なるようにとる。Qを通り，直線 PQと垂直に交わる直線を lとする。lが

頂点 C，D以外の点で辺 CDと交わるとき，lと辺 CDの交点を Rとする。

点 Rを通り lと垂直に交わる直線をmとする。mと辺 ADとの交点を S

とする。点 Sを通りmと垂直に交わる直線を nとする。nと直線 PQとの

交点を Tとする。

A

P

B Q

D

R

C

参考図
（数学Ⅰ第３問は次ページに続く。）
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 a＝�のとき，lが頂点 C，D以外の点で辺 CDと交わるときの APの

値の範囲は�≦ AP＜ シ である。このとき，四角形 QRSTの面積の

最大値は
スセ

ソ
である。

a＝�のとき，四角形 QRSTの面積の最大値は タチ である。

 �＜ a＜１０とする。lが頂点 C，D以外の点で辺 CDと交わるときの

APの値の範囲は

�≦ AP＜ ツテ － a ………………………… 

である。

点 Pがを満たす範囲を動くとする。四角形 QRSTの面積の最大値が

スセ

ソ
となるときの aの値の範囲は

�＜ a≦
トナ

ニ

である。

aが
トナ

ニ
＜ a＜１０を満たすとき，Pがを満たす範囲を動いた

ときの四角形 QRSTの面積の最大値は

ヌネ a２＋ ノハ a－ ヒフヘ

である。

数学Ⅰ
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第４問 （配点 ２０）

国土交通省では「全国道路・街路交通情勢調査」を行い，地域ごとのデータを公

開している。以下では，２０１０年と２０１５年に６７地域で調査された高速道路の交

通量と速度を使用する。交通量としては，それぞれの地域において，ある�日に

ある区間を走行した自動車の台数（以下，交通量という。単位は台）を用いる。ま

た，速度としては，それぞれの地域において，ある区間を走行した自動車の走行

距離および走行時間から算出した値（以下，速度という。単位は km/h）を用い

る。

 図�と図�はそれぞれ２０１０年と２０１５年の速度のヒストグラムである。な

お，ヒストグラムの各階級の区間は，左側の数値を含み，右側の数値を含まな

い。

90
(km/h)

速度

(地域数)

0

5
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30

50 807060

図� ２０１０年の速度のヒストグラム
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図� ２０１５年の速度のヒストグラム

（出典：国土交通省のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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図�のヒストグラムにおいて，速度の最頻値は ア であり，中央値が含

まれる階級の階級値は イ である。

図�のヒストグラムにおいて，速度の最大値が含まれる階級は ウ であ

り，最小値が含まれる階級は エ である。

図�と図�のヒストグラムを比較して，２０１５年の地域数から２０１０年の地域

数を引いた差の絶対値が最も大きい階級は オ である。

ア ， イ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ４５．０ � ４７．５ � ７５．０ � ７７．５

� ８５．０ 	 ８７．５ 
 ９０．０ � ９２．５

ウ ～ オ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ４５．０以上５０．０未満 � ５０．０以上５５．０未満

� ５５．０以上６０．０未満 � ６０．０以上６５．０未満

� ６５．０以上７０．０未満 	 ７０．０以上７５．０未満


 ７５．０以上８０．０未満 � ８０．０以上８５．０未満

� ８５．０以上９０．０未満  ９０．０以上９５．０未満

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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 表�は，２０１５年の交通量と速度の平均値，標準偏差および共分散である。
ただし，共分散は交通量の偏差と速度の偏差の積の平均値である。

平均値 標準偏差 共分散

交通量 １７３００ １０２００
－６３６００

速 度 ８２．０ ９．６０

表� ２０１５年の交通量と速度の平均値，標準偏差および共分散

この表より，（標準偏差）：（平均値）の比の値は，小数第�位を四捨五入する

と，交通量については０．５９であり，速度については カ である。また，

交通量と速度の相関係数は キ である。

また，図�は，２０１５年の交通量と速度の散布図である。なお，この散布図
には，完全に重なっている点はない。

速　

度

交通量

50

60

70

80

90

40000300002000010000

(km/h)
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図� ２０１５年の交通量と速度の散布図

（出典：国土交通省のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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２０１５年の交通量のヒストグラムは，図�を参考にすると， ク であ

る。なお，ヒストグラムの各階級の区間は，左側の数値を含み，右側の数値を

含まない。また，表�および図�から読み取れることとして，後の�～�のう
ち，正しいものは ケ と コ である。

カ ， キ については，最も適当なものを，次の�～�のうちから
一つずつ選べ。ただし，同じものを繰り返し選んでもよい。

� －０．７１ � －０．６５ � －０．５９ 	 －０．１２ 
 －０．０３

� ０．０３ � ０．１２ � ０．５９  ０．６５ � ０．７１
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交通量

(地域数)

(台)

交通量

ク の解答群

ケ ， コ の解答群（解答の順序は問わない。）

� 交通量が２７５００以上のすべての地域の速度は７５未満である。

� 交通量が１００００未満のすべての地域の速度は７０以上である。

� 速度が平均値以上のすべての地域では，交通量が平均値以上である。

	 速度が平均値未満のすべての地域では，交通量が平均値未満である。


 交通量が２７５００以上の地域は，ちょうど�地域存在する。

� 速度が７２．５未満の地域は，ちょうど１１地域存在する。

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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 図�は，２０１０年と２０１５年の速度の散布図である。ただし，原点を通り，傾

きが�である直線（点線）を補助的に描いている。また，この散布図には，完全

に重なっている点はない。
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図� ２０１０年と２０１５年の速度の散布図

（出典：国土交通省のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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６７地域について，２０１０年より２０１５年の速度が速くなった地域群を A群，

遅くなった地域群を B群とする。A群の地域数は サシ である。

B群において，２０１０年より２０１５年の速度が，�km/h以上遅くなった地域

数は ス であり，１０％以上遅くなった地域数は セ である。

A群の２０１５年の速度については，第�四分位数は８１．２，中央値は８６．７，第

�四分位数は８９．７であった。次の�，�，�は A群と B群の２０１５年の速度

に関する記述である。

� A群の速度の範囲は，B群の速度の範囲より小さい。

� A群の速度の第�四分位数は，B群の速度の第�四分位数より小さい。

� A群の速度の四分位範囲は，B群の速度の四分位範囲より小さい。

�，�，�の正誤の組合せとして正しいものは ソ である。

ソ の解答群

� 	 
 � �  � �

� 正 正 正 正 誤 誤 誤 誤

� 正 正 誤 誤 正 正 誤 誤

� 正 誤 正 誤 正 誤 正 誤

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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 図�は２０１５年の速度の箱ひげ図である。図�は図�を再掲したものであ

り，２０１５年の交通量と速度の散布図である。これらの速度から�kmあたりの

走行時間（分）を考える。例えば，速度が５５km/hの場合は，�時間あたりの

走行距離が５５kmなので，�kmあたりの走行時間は �
５５
×６０の小数第�位

を四捨五入して１．０９分となる。

このようにして２０１５年の速度を�kmあたりの走行時間に変換したデータ

の箱ひげ図は タ であり，２０１５年の交通量と�kmあたりの走行時間の散

布図は チ である。なお，解答群の散布図には，完全に重なっている点は

ない。
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（出典：国土交通省のWebページにより作成）

（数学Ⅰ第４問は次ページに続く。）
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タ の解答群
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